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（ι1ニ1) こ／） 「J, t 11取な〆ノリ 」 とい ｝' ; Ji',ι 
j乙i:r;i0u1'J: I¥!1lf? L =,Lな九戸、 L、υ こ）） よ，・，＇ムアアい一
千をフ： l訟にj、（J1乙fご,t:'., 'Jf七・t:1i'1.,:・, mとlぷ， (¥:Jj; l -JI 
fA七（ ：，，て ,Y)i，。


















































事ーノコ泣／t, 工ーゴスヲ r'f{ fと止、ング 1）ーが
f}! l'E式λており司 千三コスロヴ？ ，＇.；アが試み上う
としてL!'.1Jh(J：こ失敗したr¥iJ号メカ：ニスム導入のJi
[11］でふるっ ：;r； ~.cr〕；古；士‘ Y ＇央·~·1今岡、IJl.,J と下部ぷ〉訪
主「'Ti単位，nI訂正「1Iif 十日（.I〕やりとりそれ i~I i払すなト
t.，情報伝達・処理！i-7" rゴ t，ス i'l｛~ょが大！、則立た最適
戸！ 1町化！司自（／） 政手｜百円：1；去の ｝ -/1 三 1ム，！： [, ,] ";J: 
JてL；二、「；二：i1r0mn伝達・処理7°'1t’スを設計








































































































M (t）とすれば， L1mo(t) = mo (t+ 1)-mo (t) ＝φ 
_dmo(t）一
(M.,(t），暫（t);e，），あるいは m,(t)- citーヂ






活動計画 xT= (xT ，.・•， xT;・・・XTn) （注3）が決定され



























































CU: 2) 技術；ft歩は， ~I 函 ff'Iえ中にJ.じたいと仮定。
つまり， eiは一定。







































181特性（） 2 しかし，実践的な員十両¥V 1をflfっと i土限らない。
なぜソ忌 IC!セスi土，特性W2をi.i-u:-fi 十分である。必要通信 il~）量がは（防相UJの次
元数）である i主情限的に最も効キiめであるとい
(9）特性E
ならiしたとえばi;j'}9 ；火 5 力 f子計画~ゴスプラン
と諸企業との間の情報（通u交換によぺて作成
ずる時（L 第 8次 5カ年；；＋TI画の各企業の生産実績
〔の推定値）を汁Ii可－／ 口じスの達成1J能江初期解

















？期のそれJ；こ含まれるという形で生e可能凶i戎：土，i－く／よぐと ι［，Jヰ：；二ノ均二NiJである。 二J〕時， ,JI百n






















同じ k うにしてより井忠、制約条件 ~i]iさrl¥Li！｝る









著者l士、！1 ! ；通 1',(8)kでの諸特rtを iプロセス（！／
ユバ二？ふ























































































































(ii 1 ) こ111:U：ヅ））！＇減交換を riな.，ても，析しい
1 t阪が挺U,J.!ti!/なし、：Ii.'、態。
〔Li:2) 汗 ail,,i F"iプロ七スの｛店主位伐Hli土，；trmi"1 
1,,j ゾ• JE ,j ,:, i,J 1;I ；，＼：，こ 1~ u J .:IJ l'IJl~J 係乏トIf，，モジJ;1u 1,; .Ji~ 
、I, ,;I 1rl i :'1 ),J J > JIじ／ι，nUびノ1;i;,M., シ＇；3；フじ!lf亡J/？：，と
＇；じめる 1.，がi’I・＇＂，と丸みと ιえといとy 〔97～98ページ）。















C/F 4) l'it:.-,J, 'l:!J主！ヰJ r，ぜ Jけω報舟＇，ぷ｛山係主止を上
・) ＇：きく jふこと。
Ci 15) 泣；n:tr r:-：♂）ミ三マムを引きl、げたり， N：人
, IJF< i!'!' J) ＂ケシー、ムを '51さトー；ff：りすること。
(ll: 6〕 1/,J ／ロ（スに J;＇.、ごプ p ヒス・タ fJ、を 1



















































































¥', (21山 vにおける yit）の選択の仕むのみを，
。，U(y(t))
第 j財の限界効用 と評価係数 p/t）のay (t) 
に比例して，最終消費 y,(t）を変賀するという
合に修正する。
他の i,i, ii, viは，（2）と同じ。
i6)AH・ 模索プロセス＝Arrow,Hurwiczの修
正｜主索←7• ロ円ス（ 7:l～74ぺーヅ）。
iv. (5）の ivにおける限界評価額（p(t)• dx，）を
予想限界評価額（p，】（t）・ dx）に置きかえる。ただ
し， p:(t)=p(t）＋』〔p(t)-p(t-1）〕：泥昌）

































までに第 i単位から受理した生産提案 xi(O),x.(l), 
x（コ），…・－－x,(T1）の凸結合iこょっ）て，第 I生産単位
の生産可縫集｛tを近似し，それに）£づいて主問題



















V. 各単位から受理した生産提案、 X (t）を集計しt子生産単位から芝草1！したいパt),計jflj'1.i｝斗はヲ
11.J 
1怒数の偏微分を評価する。へ， i -p,=j》（t)




平J~J f[1 tり直＇j＼、（｛氏L、）限界収入生産力 r,(t）を
示す生産単位：： r土，ヲ；｛ぬの配分を l ＇~J加 f減’ト）さ
その依によって目的て、 y(I）ニエx,(t）を計算し
, r(lJ）によって；ij当資｛原の絵、μ干fil











を呼出し， r'fiステ、I f,J) i'J己の通信 v( t）と｝Jl；ふ
問 V,l,t ト I•= ~ v', ・1÷i l ~ ; v,(tlを 押し
下達する.，
vi '.f;Tえずソプlでブ内ロセスを打むしJ]:J ' j奇j原
;¥,J'l; v (T1 (T〕；\j1JtJFで最大の竺皮 r1＼／： ~c ；ともたら


























































）／一々什一fl1'i '・ ¥: .;, ,', 民之＇ - ｛ーーペし .,, 
VI島市Tステ ＇／ 7＇で －f口－f：スを trち切り，各三tiJ刊H-,・,,,－！＿，ス Heal；勺百十日IJj/n 勺 -, ：！）（）～151ぺ
ーン）
V!')j'Lf立かん戦告された生産提案が＂ト画課題とされ






:x; t とう、 す町二おける；ij財の各 NifR r;J 
('f'l/;1十止入と故終1打t)v'l(c分！じ不全不変にして.t3 
い亡、日 1生直lji.位，，ゾ）；巳1J':1iをi>l』?~ tp. i :u,;
V 
たli:ji二？て｝ :・, )lる円（1引;i.Jf!zゴ）泊分 r It ;·~ ,;l'f:tする c
それが平均！［山~,ir /t；上り大き L （，トさ＼ '} i寺
"' '. 















ゆ！と 1，司じci也の i,i, ii, iv, vi；土，
i. s 1次元財 γェケトルと本源財の主産性係数
( 1次元〉。











百品li1由（平I］，問） (p(t) ・ x，）主：最大にするx,lt）を選ぶ。
さらに予想価格 p:(t）を用いて;,t,:w;(U{cつ予店、限
A’,v 、

























































































よ p て本格的iこすミ肱されたいわゆる手l]i問）J式と Il
来の松生産情指標を中心とする方式との間に存在
する祁違在理解する；；tに経済改革が求直（1'-.・：吉報











Hf同の計l可ブ門！ゴセス（4,'fiこ， re‘［＞ l口心スから g-/











J-!' t; ~· ふ q
守入τず，：（ iilCL 
知的醍間lまl土、分解店〔I型の導入力、九環Jfli't'J外部門ブ










































「ク卜 Iレ幻（t）の使用提主；こよ y て応答すべきな
のであるが，総生産額指標に基づく報酬体系では


























糊は（p• xt)十（p• xi')=(p • X；）と表現される値











































は．『再史♂〕長1イ、.rvrBつO ：コ→ゴスが；tどんと｜可tA び）作I ！ 





問しか機能 L〆なか J / tご。現実に利用された資金規
制に上る計：tli1 イロセス；土＜i~!Y ', il十 11f1j当片山f,t~＼lj を
中央銀行 narodnabankaが演ヒ外生産単位の役）il
全労働者評議会制企業が演じた。 長JJvl段資資余
ではなく， tElw"J究資用資金を［共給す一ゐものであ v ' 
よこから，十二千？｛ηAIイロミゴス主り｛土らかに慌lドで年〉
るが，著者も触れて 1，、る上うにはおりベ←九；i:2 
tTH以［生がかなりある。民： TI；土、 Al ！＇口セ互にお
日るお 1生翌単位への資企害i]'b (', It I は，コント口
＿，レ・，，.ールによ内部 l単位の通い＝予想、限界i反

























































































































I口ーづ 1－しjtム， かのアルブレ、ソド・ 7 ーシャノレであ
これは19日紀一20i止紀前年までの経済社会; _  . 'Iーコ
の思J:1、てあるつ 現代；ワ経済社会のがh金；主， 人向性





れll〕 x.=(x，，司、川、、 i) 
X > 0 川市 i’！昨斗；，11.,;Jj Rオそ ~t!I: (fJ給） I ' 
X ,<'. 0 I.：ヴ； i’｜山；i[:＇，土i治jOJキ1＇土人 （・;r iJ；＇〕 j之；＇l
土三•ct C 
012) x' =(max・x,1. OJ) 
(l: 3〕 x =(min「x,;,0~) 
(il 4〕 w＝作＇1l'J日i/,f詰
〔i'5) p(t)=(p (t), pc(t），‘・p.(t), p,(t)) 
C l前〕 日計： l, Langeニ， J ゲ山 l'iJ)'.;/j_:, j：災←ピプヌ
ノL 三.＇i:：）＇、：ごノLλ：じ LてL、るわてじ（y)iitlノUこ7るy(t)
ペ，t.:.i・t-."J ~-· ：＇.）：；乙 r 、ノずムア、マン（ Ii !'i.; I>'.: tu日成官）
: ・, ,Ir，二1;I,' : t 'J.< '; i T! I辻台安乙 l':.t 人約： .P，り，
"I}!. C：」日T ャ J そこ.，＇.＇• 「， J;r、立.， •!;< ('. iJ ';-i ，；，交；＞fl・J-: J 上うに
人、；，： : -r い7,0 I ／：カ】 J --, y(t) )Ji1 '1日、ヘノ／ムス
反 j:t;,tー ル ＇） 1: 『Iiそさ f,・: ', 7，か‘ こ~ ,: i I ; I 
i I" ; が～，［ 人ヌ <' C :' ＞卜、；＇ 1そヨrej与〆＇， if I I ［噌 J ン
I ＇ノ L・.＇， .') f仁 fijとI : L ・ " 
Cit 7) ：，＼門け， K＇主、 l p .J• ス山，！とうと’ーノl r, fリ]7J
1ド1：て；，γ、f', Jパ tが， x',=x (T）で去ろと iでわく｛









w fi (wi, w,, ・・,w;, ・一、w.)
v; =(v;" v;, , vu,・・, v;,) 
r; =(r;1, r;,- , r;_;, ・ , r;,) 
ド：正＇iH( '.i；例）を＇.¥JSf号Hc') ¥1とI＿.てし、る。
v =(v, , v,,・ ・ , v;,・ V口、）
-c u.,u；乍に ！，ける，1-;1,: WI r'Jを示す。
貿易λJ.': f, ;,. trこξ（二 k＇），需給 f］＇：＼＇ させ
G」Hi) ?".' I'; i i「綜｛.－的j という形ラi;u号つけてい
戸（、c 11千；1;’jL'[/(IT!°J'J：二j、ノドすら fめにうけて in－、た。
Ci 117) ’t際のソ／＇ Jl¥u.i，十fTi,;LU度Ii，ゴスプラン日
王子汽1小→IfIリ！ J,l←p企業という）［手の四院の日，IJ1エである。
.IW ');!;,JI主C 了て•mi:1. 」」 v> !i,IW，・つ;jlj）交じr、！’；！のf(D;.i七十1;m
1-t，指令！'i奴γJdisa只只regationf分， I）と没｛＼・h'J械の
a日記reョation( 'L,) /):'I山がてFJ拾すみか7守かにイfーする。
守，V'i•パ！;IJ fをで［.j，ワEJ定上〈王；忍せ〆う.；：，を／＇｝なし、 O こnI ！ j 
！辺ヰ／九、:t，、 lJ ,1!:i主！Ii
であノ〉。 l¥r.の，r本JU,, L「・うIul i日i泌を全く除雪ミ
iてL、；：， 0 





（注19) Milutin Cirovi,¥ N()V AC I KREDIT 
clru){a s1.•eska, 1966、Beo日rad,pp. 20-27. 
a1:20) 111 近の L"L•:o 〕’＇Li-'lヒ f!{J：減；医と i1'J, 付つ荒廃を
1,1よろ
（調査研究都〉
6ラ
